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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
最
弱
な
勇
者
と
最
強
な
魔
術
師
と
ヘ
タ
レ
な
魔
王

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
３
７
７
Ｆ

【
作
者
名
】

　
神
童
サ
ー
ガ

【
あ
ら
す
じ
】

　
最
弱
な
勇
者
が
ユ
ニ
ー
ク
な
仲
間
と
ふ
ざ
け
ま
す
。
旅
っ
て
感
じ
で
は
無
く

日
常
と
い
う
感
じ
で
す
。
魔
王
は
勇
者
と
魔
術
師
が
好
き
で
す
（
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
で

は
な
く
Ｌ
ｉ
ｋ
ｅ
）
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１
 

勇
者
（
前
書
き
）

勇
者
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
で
す
。
勇
者
が
な
ぜ
旅
立
つ
の
か
・
・
・
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１
 

勇
者

「
う
わ
ー
！
！
す
み
ま
せ
ん
！
！
助
け
て
く
だ
さ
い
！
！
」

戦
闘
不
能
・
・
・

「
・
・
・
・
１
５
３
回
目
・
・
・
・
な
ん
で
ボ
ク
・
・
・
勇
者
に
な
っ
た
ん
だ

ろ
う
」

・
・
・
・
・
回
想
・
・
・
・
・

「
ル
イ
く
ん
」

「
・
・
・
・
な
に
？
母
さ
ん
」

「
魔
王
倒
し
て
来
て
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
は
い
？
」

「
だ
か
ら
～
魔
王
倒
し
て
来
て
？
」

「
（
こ
の
人
何
言
っ
て
ん
だ
？
ボ
ク
な
ん
か
が
倒
せ
る
わ
け
無
い
よ
！
！
）
」

「
行
っ
て
来
な
い
と
・
・
・
・
一
生
家
に
入
れ
な
い
か
ら
！
！
」
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笑
顔
で
少
年
に
言
っ
た
。

少
年
は
、
自
分
の
母
親
の
黒
い
笑
み
に
何
も
言
え
な
く
な
っ
た
。

む
し
ろ
、
涙
ぐ
ん
で
い
る
。

「
な
、
な
ん
で
？
」

「
だ
っ
て
皆
迷
惑
じ
ゃ
な
い
！
！
」

「
そ
ん
な
理
由
で
息
子
を
危
険
な
目
に
合
わ
せ
る
気
！
？
息
子
が
可
愛
く
な
い

の
！
？
」

「
可
愛
い
わ
よ
～
？
だ
け
ど
迷
惑
の
方
が
大
き
い
し
？
」

ワ
ク
ワ
ク
と
い
う
感
じ
に
楽
し
ん
で
る
。

少
年
・
・
・
ル
イ
は
何
も
言
え
ず
に
黙
っ
て
る
。

そ
れ
が
、
更
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
の
を
気
付
か
な
か
っ
た
。

「
だ
っ
て
一
度
で
い
い
か
ら
勇
者
の
母
親
に
な
り
た
か
っ
た
の
よ
！
！
そ
れ
に

お
金
持
ち
に
な
れ
る
し
ね
！
！
勇
者
っ
て
響
き
も
素
敵
じ
ゃ
な
い
！
！
し
か
も
、

近
所
の
奥
様
に
自
慢
出
来
る
じ
ゃ
な
い
！
！
」

「
・
・
・
」

マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク
で
自
分
の
理
想
を
話
し
て
る
。

花
が
乱
舞
し
て
る
が
呆
れ
て
る
ル
イ
は
見
な
か
っ
た
ふ
り
を
し
た
。

「
う
ぅ
・
・
・
」

「
さ
あ
行
っ
て
き
な
さ
い
！
！
荷
物
は
そ
こ
に
あ
る
わ
」
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「
も
う
用
意
し
た
の
！
？
」

「
今
日
出
発
し
て
ね
！
！
」

「
・
・
・
は
い
」

普
通
は
、
父
親
が
元
勇
者
だ
っ
た
と
か
、
特
殊
な
力
が
あ
る
と
か
な
の
に
・
・
・

全
く
無
い
。

父
親
は
農
家
だ
し
・
・
・

母
親
は
薬
売
り
だ
し
・
・
・

「
な
ん
で
ボ
ク
な
ん
だ
ー
ー
ー
！
！
」

村
の
入
口
で
一
人
で
叫
ん
で
る
少
年
。

周
り
は
ル
イ
に
憐
れ
み
の
目
で
見
る
。

こ
れ
が
、
ボ
ク
の
始
ま
り
の
ス
ト
ー
リ
ー
だ
っ
た
。

ボ
ク
の
周
り
に
は
ま
と
も
な
奴
は
い
な
い
・
・
・

っ
て
こ
と
は
、
ボ
ク
も
ま
と
も
じ
ゃ
な
い
っ
て
こ
と
？
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
１
 

勇
者
（
後
書
き
）

そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
内
を
最
後
に
乗
せ
て
い
き
ま
す
。
み
ん
な
を
ど
う
思
っ
て
る

か
、
と
か
も
分
か
り
ま
す
。
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２
 

魔
術
師
（
前
書
き
）

魔
術
師
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
で
す
。
な
ぜ
彼
女
が
旅
立
っ
た
の
か
・
・
・
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２
 

魔
術
師

「
・
・
・
倒
れ
た
屍
？
」

・
・
・
・
・
回
想
・
・
・
・
・

「
・
・
・
何
言
っ
て
ん
の
？
バ
カ
兄
貴
」

「
兄
貴
じ
ゃ
な
く
て
お
兄
ち
ゃ
ん
！
！
っ
て
呼
ん
で
よ
ユ
リ
ア
ち
ゃ
ん
！
！
そ

の
方
が
萌
え
る
か
ら
！
！
」

「
ウ
ザ
い
し
キ
モ
い
」

「
い
つ
か
ら
そ
ん
な
子
に
・
・
・
俺
は
そ
ん
な
子
に
育
て
た
つ
も
り
は
無
い
よ

！
！
」

「
ア
ン
タ
に
育
て
ら
れ
た
つ
も
り
も
無
い
」

「
ユ
リ
ア
ち
ゃ
ん
！
！
」

黒
い
ロ
ー
ブ
を
着
た
少
女
・
・
・
ユ
リ
ア
。

一
緒
に
い
る
顔
だ
け
は
カ
ッ
コ
い
い
お
兄
さ
ん
に
暴
言
を
吐
い
て
る
。

「
だ
か
ら
！
！
勇
者
と
一
緒
に
旅
を
し
て
ね
・
・
・
・
・
・
本
当
は
可
愛
い
妹

を
他
の
男
と
一
緒
に
旅
な
ん
て
許
せ
な
い
け
ど
ね
・
・
・
グ
ス
ン
」

「
・
・
・
な
ん
で
旅
？
」

「
あ
れ
？
シ
カ
ト
？
・
・
・
・
・
流
石
に
お
兄
ち
ゃ
ん
泣
い
ち
ゃ
う
よ
？
」
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「
勝
手
に
泣
け
・
・
・
で
？
」

「
う
ぅ
・
・
・
・
・
・
・
・
実
は
預
言
な
ん
だ
よ
」

「
・
・
・
ふ
～
ん
」

「
ホ
ン
ト
は
嫌
な
ん
だ
よ
？
で
も
、
預
言
は
逆
ら
え
な
い
し
・
・
・
」

「
・
・
・
別
に
良
い
よ
？
」

「
え
・
・
・
で
も
！
！
危
険
な
ん
だ
よ
！
？
」

「
行
っ
て
来
る
」

荷
物
を
持
っ
た
ま
ま
部
屋
を
出
た
。

お
兄
さ
ん
は
泣
い
て
い
た
。

「
う
わ
～
ユ
リ
ア
が
・
・
・
」
と
・
・
・

「
・
・
・
ご
め
ん
ね
兄
さ
ん
・
・
・
預
言
の
た
め
な
ら
・
・
・
命
も
差
し
出
す

覚
悟
だ
か
ら
・
・
・
・
だ
っ
て
貴
方
は
、
私
に
と
っ
て
・
・
た
っ
た
一
人
の
肉

親
だ
か
ら
」

私
は
旅
に
出
る
。

こ
れ
は
決
ま
っ
て
た
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
れ
に
私
の
魔
術
に
敵
う
奴
な
ん
て
居
る
は
ず
無
い
し
！
！
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
２
 

魔
術
師
（
後
書
き
）

最
強
で
あ
り
最
凶
で
あ
る
彼
女
。
彼
女
の
暴
走
は
勇
者
に
し
か
止
め
ら
れ
な
い
。
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３
 

魔
王
（
前
書
き
）

ヘ
タ
レ
＋
ド
Ｍ
だ
っ
た
よ
。
魔
王
さ
ん
・
・
・
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３
 

魔
王

「
・
・
・
う
む
。
可
愛
い
子
達
だ
な
」

見
た
目
は
美
青
年
の
銀
髪
の
男
。

ソ
イ
ツ
は
水
晶
玉
を
見
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
黒
髪
の
少
年
と
少
女
が
い
た
。

正
確
に
は
写
っ
て
い
た
。

少
年
と
少
女
は
、
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。

適
当
に
出
て
き
た
モ
ン
ス
タ
ー
を
究
極
魔
法
で
や
り
な
が
ら
。

「
魔
王
様
！
！
」

「
・
・
・
・
・
俺
さ
ぁ
・
・
・
魔
王
っ
て
言
葉
ね
、
気
に
入
っ
て
無
い
ん
だ
け

ど
な
」

「
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
！
メ
ル
様
！
！
」

「
で
・
・
・
な
ん
な
の
？
」

「
あ
、
そ
う
で
し
た
！
！
魔
王
退
治
に
魔
術
師
と
勇
者
が
旅
に
出
た
と
の
こ
と

で
す
」

「
知
っ
て
る
し
・
・
・
そ
ん
な
事
・
・
・
今
さ
ら
だ
よ
ね
」

「
・
・
・
・
へ
っ
？
」

「
こ
の
子
達
ね
」
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「
彼
ら
を
倒
し
に
行
き
ま
す
か
？
」

「
・
・
・
手
を
出
し
た
ら
許
さ
な
い
よ
」

「
す
っ
、
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
！
！
」

魔
王
青
年
・
・
・
メ
ル
は
写
っ
た
二
人
組
に
頬
を
赤
ら
め
た
。

果
た
し
て
ど
ち
ら
に
惚
れ
て
る
の
だ
ろ
う
か
。

勇
者
か
魔
術
師
か
・
・
・

「
い
つ
か
俺
の
も
の
に
な
る
か
ら
ね
・
・
・
」

妖
し
い
笑
み
を
浮
か
べ
て
る
。

「
！
？
」

水
晶
に
写
っ
て
る
少
女
が
メ
ル
を
睨
ん
だ
。

な
ぜ
分
っ
た
か
は
分
ら
な
い
が
・
・
・

メ
ル
は
、
メ
ル
は
、
少
女
の
目
に
怯
え
る
ど
こ
ろ
か
更
に
頬
を
赤
く
し
た
。

「
（
ヘ
タ
レ
な
上
に
ド
Ｍ
だ
も
ん
な
・
・
・
メ
ル
様
）
」

部
下
も
呆
れ
て
る
。
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「
（
こ
の
人
は
死
ん
で
も
性
格
は
治
ら
な
い
だ
ろ
う
な
。
死
な
ね
ー
だ
ろ
う
け

ど
）
」
と
更
に
思
っ
て
る
。

部
下
に
ま
で
飽
き
ら
れ
て
い
る
。

こ
ん
な
上
司
で
良
い
の
だ
ろ
う
か
？

早
く
会
い
た
い
よ
。

君
達
に
・
・
・

ど
ん
な
子
達
か
な
？

楽
し
み
だ
よ
。
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
３
 

魔
王
（
後
書
き
）

・
・
・
コ
メ
ン
ト
浮
か
ば
な
い
よ
。
魔
王
が
ヘ
タ
レ
っ
て
事
以
外
・
・
・
も
っ

と
弄
り
た
い
な
・
・
・
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
４
 

出
会
い
（
前
書
き
）

何
が
人
気
だ
ろ
う
？
ヘ
タ
レ
？
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
有
り
得
な
い
ほ
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
が
見
て
く
れ
て
・
・
・
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
４
 

出
会
い

「
あ
の
・
・
・
屍
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」

「
戦
闘
不
能
っ
て
・
・
・
・
弱
っ
！
！
」

「
う
ぅ
・
・
・
無
理
矢
理
母
さ
ん
が
旅
に
出
ろ
っ
て
言
っ
た
ん
だ
も
ん
・
・
・

仕
方
が
無
い
じ
ゃ
ん
か
」

「
も
し
か
し
て
・
・
・
勇
者
？
」

「
う
、
う
ん
」

「
・
・
・
雑
魚
」

「
！
？
」

ル
イ
は
ユ
リ
ア
の
一
言
に
大
ダ
メ
ー
ジ
受
け
た
。

「
は
ぁ
・
・
・
私
は
ユ
リ
ア
。
魔
術
師
よ
」

「
ボ
ク
は
ル
イ
で
す
。
一
応
勇
者
で
す
」

「
同
じ
年
で
し
ょ
？
」

「
は
い
・
・
・
１
５
で
す
」

「
な
ら
敬
語
は
止
め
て
よ
」

「
は
、
あ
、
う
ん
」

ユ
リ
ア
の
手
を
掴
ん
で
立
ち
上
が
っ
た
。

余
談
だ
が
、
ユ
リ
ア
の
復
活
魔
法
に
よ
り
、
ル
イ
が
生
き
返
っ
た
の
で
す
。

「
（
１
６
３
回
目
に
話
し
掛
け
て
く
れ
た
・
・
・
数
回
は
見
て
た
だ
け
で
何
も
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し
て
く
れ
な
か
っ
た
）
」

泣
き
な
が
ら
思
っ
た
。

コ
イ
ツ
は
、
魔
王
よ
り
も
魔
王
だ
と
・
・
・

「
・
・
・
」

「
ど
う
し
た
の
？
ユ
リ
ア
ち
ゃ
ん
」

「
呼
び
捨
て
・
・
・
気
の
せ
い
ね
」

「
？
？
？
」

ユ
リ
ア
は
空
中
を
睨
ん
で
た
。

だ
け
ど
、
ル
イ
が
話
し
掛
け
て
き
た
か
ら
睨
む
の
を
止
め
た
。

「
ど
こ
に
行
く
つ
も
り
？
」

「
・
・
・
」

「
考
え
て
無
か
っ
た
の
ね
」

「
う
ん
・
・
・
」

「
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
。
ず
っ
と
村
の
入
口
で
全
滅
し
て
た
ん
だ
か
ら
」

「
う
ぅ
・
・
・
」

「
近
く
に
町
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

「
で
、
で
も
・
・
・
」

ま
た
負
け
る
。
そ
ん
な
事
を
考
え
て
た
。

ユ
リ
ア
は
、
そ
ん
な
ル
イ
を
無
視
し
て
先
に
進
ん
だ
。

ル
イ
は
、
置
い
て
か
れ
る
の
が
嫌
で
着
い
て
行
っ
た
。
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「
う
わ
～
敵
だ
！
！
」

「
下
が
っ
て
な
さ
い
！
！
ホ
ー
リ
ー
メ
ン
ト
！
！
」

聖
な
る
力
で
“
雑
魚
”
は
や
ら
れ
た
。

雑
魚
相
手
に
、
最
強
魔
法
使
っ
た
ん
で
す
よ
！
？

ル
イ
は
「
女
の
子
に
守
っ
て
も
ら
う
な
ん
て
・
・
・
」
と
嘆
い
て
い
た
。

「
ほ
ら
っ
行
く
わ
よ
！
！
ル
イ
」

「
あ
、
う
ん
！
！
ユ
リ
ア
！
！
」

名
前
を
呼
ん
で
も
ら
っ
た
の
が
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

初
め
て
女
の
子
の
名
前
を
呼
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
、
ボ
ク
は
変
わ
っ
て
い
き
た
い
な
。
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Ｃ
ｈ
ａ
ｐ
ｔ
ｅ
ｒ
５
 

村
の
異
変

「
・
・
・
誰
も
い
な
い
？
」

「
ユ
リ
ア
が
前
に
来
た
時
は
？
」

「
こ
こ
に
は
来
て
な
い
よ
」

気
弱
な
勇
者
と
強
気
な
魔
術
師
が
、
と
あ
る
村
に
辿
り
着
い
た
。

「
ヘ
ン
テ
コ
村
？
」

「
違
う
よ
・
・
・
ヘ
ソ
テ
コ
だ
よ
」

「
ど
っ
ち
に
し
ろ
変
な
名
前
ね
」

「
う
ん
・
・
・
」

ユ
リ
ア
と
ル
イ
は
、
酒
場
ま
で
来
た
。

飲
み
に
で
は
無
く
情
報
収
集
の
た
め
。

「
・
・
・
い
な
い
」

「
こ
の
村
・
・
・
壊
し
て
も
良
い
か
し
ら
？
」

「
ダ
メ
だ
よ
！
！
」

余
り
の
イ
ラ
イ
ラ
に
ユ
リ
ア
は
破
壊
宣
言
を
し
た
。
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「
・
・
・
？
」

「
ど
う
し
た
の
？
」

「
草
食
動
物
の
勘
が
・
・
・
」

「
は
？
」

「
危
険
だ
っ
て
！
！
」

「
弱
い
か
ら
こ
そ
身
に
着
く
能
力
ね
」

哀
れ
と
し
か
思
え
な
い
ユ
リ
ア
だ
っ
た
。

「
あ
、
山
賊
？
」

「
み
た
い
ね
」

「
ひ
ぇ
ー
ー
！
！
」

「
こ
の
村
に
は
人
は
居
ね
ー
と
思
っ
て
た
が
・
・
・
」

い
か
に
も
山
賊
で
す
、
と
い
う
顔
の
大
男
が
現
れ
た
。

「
で
・
・
・
こ
の
村
に
は
人
は
い
な
い
の
？
」

「
あ
ぁ
・
・
・
ま
ぁ
い
い
や
。
お
前
ら
金
目
の
物
置
い
て
け
」

「
（
こ
ー
わ
ー
い
ー
よ
！
！
）
」

「
イ
ヤ
よ
」

「
ん
だ
と
！
？
」

「
（
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ

ん
）
」

「
野
郎
共
！
！
や
・
・
・
」

「
・
・
・
・
め
ん
ど
く
さ
い
『
転
送
』
」

「
な
っ
・
・
・
」
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山
賊
達
は
ユ
リ
ア
の
言
葉
で
消
え
て
し
ま
っ
た
。

「
ユ
リ
ア
？
」

「
別
の
惑
星
に
消
え
た
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

ル
イ
は
ユ
リ
ア
の
、
ど
う
で
も
良
い
発
言
に
呆
然
と
し
て
、
何
も
話
せ
な
か
っ

た
。

「
・
・
・
」

「
こ
の
先
に
湖
の
国
が
あ
る
か
ら
」

「
う
ん
・
・
・
行
こ
う
か
」

役
に
立
つ
わ
ね
。

草
食
動
物
の
勘
っ
て
の
は
・
・
・

面
倒
事
に
関
わ
り
た
く
な
い
し
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

最弱な勇者と最強な魔術師とヘタレな魔王
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